書き込む前に、下記の見本文をご一読お願いいたします。
この要旨見本は行間等の体裁を設定してありますので、この見本に上書きして頂けると簡単です。
	講演番号（講演番号は実行委員会で入れます）

	タイトルはMSゴシック14p(英文はArial 14p）で中央揃え
—2行に渡る場合（1行の場合はこの行は空欄）-

	（所属は略名、発表者に〇、MSゴシック11p、右寄せ）（生糸研）〇蚕糸太郎・蚕糸二郎、（桑研）蚕糸花子
（筆者行が１行の場合は、この行を削除し、6行目から本文を記載してください）（繊維大）生糸美麗


　本文は、【緒言】【方法】【結果】等に分けても構いません。講演の内容や要点が分かるように簡潔にまとめて記述をお願いいたします。図表は記載できません。
　ページはA5横置きとし、余白は、上下左右15mmのマージンとして下さい。最初の行は実行委員会で講演番号を記載しますのでそのままにして下さい。2、3行目はタイトル行で、MSゴシック14p(英文はArial 14p)、行間は固定16pで中央揃えで記載、4行目は筆者を（所属略名）著者氏名の形式で、MSゴシック11p(英文はArial 11p)、行間固定16pで右寄せで記載。著者が2行に渡る場合も同様に5行目に（所属略名）発表者の形式で記載。発表者には○を氏名の前に記載。見本に従い記載をお願いします。
　著者行から1行空けて要旨本文を、和文はMS明朝11p、英数字は半角Century 11p、行間固定16pで記載します。段落の始めは１文字空けて書き始めて下さい。句読点は「，」「．」ではなく「、」「。」で記載します。段落は文章の両端揃えでお願いします。
　
　
　
最大この行まで記入できます。
